The concept of “Learning” in educational psychology : Definition of “learning” in textbooks by 大芦, 治 & OASHI, Osamu
─ 25 ─
千葉大学教育学部研究紀要　第64巻　25～34頁（2016）
【はじめに】
　教育職員免許法及びそれにもとづく教育職員免許法施
行規則では，教員免許の取得にあたって，必ず，履修し
なくてはならない教育学関係の諸科目（教職に関する科
目）が定められている。そのなかの第三欄，教育の基礎
理論に関する科目の１つとして「幼児，児童及び生徒の
心身の発達及び学習の過程（障害のある幼児，児童及び
生徒の心身の発達及び学習の過程を含む。）」というもの
がある。これについて文部科学省（旧文部省）は，1999
年４月の教育助成局教職員課長通知「教員の免許状授与
の所要資格を得させるための課程の認定等について」の
別表のなかで具体的な科目名の例として「教育心理学」
「学習心理学」「学校教育心理学」「学習・発達論」「幼児
教育心理学」の５つを挙げているが，実際には，この科
目は多くの大学で「教育心理学」という名称で開講され
ている。もちろん，「発達と学習の心理学」等それ以外
の科目名で開講されている場合もあるが，実質的には一
般に教育心理学とされる内容を扱っていることが多い。
　いうまでもないことだが，この科目の主たる目的は教
育に携わる者にとって必要な，“発達”と“学習”に関
わる心理学的な知見を提供することにある。本稿では，
このうち“学習”について考察してみたい。
　素朴に言ってしまえば，教育の主たる目的の１つは，
子どもが，将来，社会の構成員の一人として社会に適応
するために必要な知識，技能，社会性などを身につけさ
せることにあり，その過程が学習といえる。しかし，「教
育心理学」に代表されるこの授業科目において，学習の
過程に関する知見が，教職を目指す者，教育に関わる者
にとって適切に教授されているかといえば，残念ながら，
その答えを留保せざるを得ない。実際に，教育心理学の
研究者の間では，1950年代から今日に至るまで“教育心
理学の不毛性”が指摘され，議論が繰り返されてきた（佐
藤，2003）。その議論の詳細にはここでは立ち入らない
が，不毛性を主張する主たる根拠は，教育心理学の学問
的な知見が教育実践に直接的に役立たない，ということ
にあったと思われる。とくに，学校教育の中心である授
業のプロセスに直接関わる学習については，そうした批
判をもっとも浴びやすかったといえる。
　ただ，そうした議論にかかわらず，ほとんどの大学で
は，教職課程を設置，維持する必要性もあり，教育心理
学に関する科目は同様に開講されているし，そうした科
目の受講者向けに次々と新しい教育心理学に関するテキ
ストが出版されている。
　本稿は，この教育心理学に関する授業向けのテキスト
において，“学習（learning）”の概念がどのように扱わ
れているかを検討しようというものである。毎年のよう
に新たに刊行されるテキストでは，個性的なものも多く，
それぞれに新しい試みがなされていることはいうまでも
ない。ただ，それはあくまでも個々のテキストのレベル
で編著者の創意工夫が行われたことを示しているにすぎ
ない。刊行されている多数の教育心理学のテキストが学
習の概念をどのように捉え，定義しているかが，網羅的
に調査され，そのあり方について検討されたことは，意
外にも，ないように思われる。
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　教職に関する科目「幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程」は，大学などでは，通常，教育心理学とし
て開講されている。この科目では発達と並んで学習が大きな柱をなしているが，本論文では，その学習の概念がどの
ように定義されているかについて検討した。市販されている教職課程用の教育心理学のテキスト64点を収集し，それ
らの学習に関する定義を精査した。その結果，比較的多くが行動主義を背景にする行動変容として学習を定義してい
ること，認知心理学を背景にしている学習の定義はあまり取り入れられていないことなどが見いだされ，そこにアカ
デミックな心理学固有の学派の分断が影響していることが明らかになった。一方，教職に関する科目のなかでの学習
の概念はより教育場面や実生活に根差したものが想定されており，そこにアカデミックな心理学の学習観との乖離が
あることなどが確認された。
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　そこで，本稿では現在，我が国で刊行されている主な
教育心理学のテキストにおいて学習の概念がどのように
定義されているか，個々のテキストのすべてにあたって
検討してみることにする。そして，そこから読みとれる
傾向とその背景にある諸問題，さらには今後のあり方に
ついて考察してみたい。
【テキストの収集方法と検討対象数】
　今回，検討対象としたテキストは，大芦・岩田・鎌原・
蘭（2013）の研究において用いられたテキストに，その
後出版された新刊書を追加したものである。
　まず，大芦・岩田・鎌原・蘭（2013）の研究では概ね
以下の基準でテキストを収集している。はじめに，国
立情報学研究所の書誌検索サイトNACSIS Webcat（現
CiNii Books），インターネット通信販売サイトAmazon.
co.jp上で教育心理学，発達と学習の心理学，発達と学習
等のキーワードを手がかりに検索し，そのタイトルから
「幼児，児童及び生徒の心身の発達と学習に関する科目」
のテキストと思われるものを選び出した。そして，それ
らのテキストの出版元の目録，Amazon.co.jpの在庫情報
などを手がかりに，2011年末の時点で市販され購入が可
能なものを取り寄せた。以上の方法で入手したものは54
点であった。
　さらに，今回の検討を行うにあたって，前回の調査以
降に新たに刊行されたもの，もしくは，前回の調査で用
いられたテキストのなかで新たに改訂版が刊行されたも
のなどを追加する作業を行った。追加にあたっては前回
同様，国立情報学研究所の書誌検索サイトCiNii Books，
インターネット通信販売サイトAmazon.co.jpなどを用い
て検索を行った。その結果，新たに刊行されたものが10
点，2011年の時点で刊行されていたものの前回入手でき
なかったもの１点，前回調査後改訂版が刊行されたもの
２点，あわせて13点が選択された。これに前回検討対象
とした54点の中から新たに改訂版が出版され今回そちら
が検討対象とされることになった２点，紛失により参照
できなかったもの１点を除いた51点を加え，合計で64点
が今回の検討対象とされた。
　以上，検討対象とした64点の書名等については刊行年
度順に表１に示す。
【収集したテキストの分析結果と考察】
　まず，収集したすべてのテキストについて学習に関す
る章の有無を確認したが，これについてはすべてのテキ
ストで学習，または，教授―学習などそれに相当すると
思われる領域を扱う章が１章もしくは２章以上に渡って
設けられていた。
　つぎに，それら学習に相当する章のなかから，学習の
概念定義を行っている箇所を特定し，それらをすべて書
き出した。概念定義は連続する数行以内の文章にまとめ
られている場合もあれば，複数のページにまたがって散
在している場合などもあったが，いずれの場合もそれぞ
れのテキストの著者の記述の意図を損なわないように
配慮しながら書き出した（一部，要約したものもある）。
書き出したものはすべて表１に列挙した。
　つぎに，これらの内容を精査しカテゴリーに分類する
作業を行った。分類されたカテゴリー数は11，詳細は以
下に示すようになった。
表１　対象としたテキストとそれらにおける学習の定義
番号 書　　　名 著者・編者等 発刊年 出版社 学 習 の 定 義 分類（注）
（１） 教育心理学入門 永野重史・ 
依田明（共編）
1976 新曜社 「学習とは，一般に訓練・活動・観察などの一定の経験
にもとづいて，生活体の行動がいっそう目的にかない，
しかもかなり永続的な変容をすることである」（p.36）
Ａ
（２） 入門教育心理学 波多野誼余夫・ 
久原恵子
1977 有斐閣 （定義はとくになし。「学習」という用語の使用自体ほと
んどない）
Ｘ
（３） 目で見る教育心理学 西山啓・ 
山内光哉 
（監修）
1978 ナカニシヤ
出版
（定義はとくになし） Ｘ
（４） 教育心理学（第２版） 塩見邦雄（編） 1984 ナカニシヤ
出版
「学習とは，経験の結果として生じる比較的永続的な行
動の変容である」（p.90）
Ａ
（５） 教育心理学 岸田元美・ 
細田和雅 
（共編）
1985 ナカニシヤ
出版
「経験によって生じる比較的永続的な行動変化」（p.38） Ａ
（６） 教育心理学要論 堂野佐俊ほか
（著）
1985 北大路書房 「学習は 「経験によって生じる比較的永続的な生活体の
行動の変容」なのである。また，学習はしていても，そ
の時の生活体を取り巻く内外の状況により，すべて行動
として顕現するとは限らない」（p.51）
Ｅ
（７） 教育心理学要論 磯貝芳郎（編） 1988 学術図書 （定義はとくになし） Ｘ
（８） 新・教育心理学 伊藤隆二 
（編著）
1988 八千代出版 ①練習経験などが必要　②学習はある程度持続的な変化　
③学習が生じているかどうかは観察可能な事象から推定
する。学習とは直接観察できない内的な出来事（p.50）
Ｆ
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番号 書　　　名 著者・編者等 発刊年 出版社 学 習 の 定 義 分類（注）
（９） 基礎教育心理学 詫摩武俊（編） 1989 八千代出版 「学習は，日常用いられるよりもその意味が広く，「経験
によって生活体（有機体）に生じた比較的永続的な行動
の変容」 という定義が用いられることが多い」「行動は
目に見える観察可能な外的な行動だけではなく思考活動
や認知活動における概念やイメージさらには態度の変化
など内面的な行動も含む」（p.53）
Ｂ
（10） 教育心理学入門：臨床心
理学的アプローチ
梅津耕作ほか 1989 サイエンス
社
「「学習とは何か」 の問いに答えることは大変重大な問題
であり，かつ難しい」（p.52）（さまざまな実例をあげな
がらあえて定義は避けている）
Ｘ
（11） 学校教育心理学：教育実
践の科学
篠置昭男・ 
乾原正（編著）
1990 福村出版 「（成熟と対比し）学習（learning）は，普通，経験の結
果から生じる比較的永続的な行動の変容と定義される
が，成熟と対比して用いられる場合は，外的条件によっ
て展開される特定の訓練・経験・努力など心身の機能に
変化の生ずることを意味し」（p.25）
Ａ’
（12） 発達と学習：現代教育心
理学のすすめ
田島信元・ 
撫尾知信・ 
田島啓子 
（編著）
1990 福村出版 「心理学の分野で受け入れている一応の定義は，「学習と
は，練習とか活動の結果として行動に比較的永続的な変
化が生じる過程である」」（p.67）「「学習は行動の変化か
ら引き出される推定物である」（ヒルガード）といわれ
るように，学習はある観察可能な行動（実行）を行って
いる有機体内部の推定物である。したがって，学習とは
仮説的構成体であり，媒介変数とみなされる」（p.68）
Ｅ
（13） 教育心理学（新版） 北尾倫彦ほか 1991 有斐閣 「学習とは，練習や経験の結果として生じる，比較的永
続する行動の変化である」（p.67）「認知説によれば，学
習は環境に対する認知構造の変化であるとみなす」（p.70）
Ｄ
（14） 発達と学習：教育心理学
の基礎
松本卓三 
（編著）
1992 北大路書房 「学習とは 「経験によって生じる比較的永続的な行動の
変化」，と定義づけられ，学校・教育場面での 「学習」
に限定されない幅広い概念である。しかも，ここでいう
「行動」とは，（中略）生理的反応や，知覚・記憶・思考・
知識といった認知的機能（高次で複雑な精神活動），価値・
態度といった行動傾向をも含んでいる」（p.48）
Ｂ
（15） 新・教育心理学 古川真人・ 
藤田宗和
1994 尚学社 （定義はとくになし） Ｘ
（16） 教育心理学への招待 梶田叡一 
（編著）
1995 ミネルヴァ
書房
（定義はとくになし。「学習」という用語の使用自体がほ
とんどない）
Ｘ
（17） 教育心理学Ⅰ：発達と学
習指導の心理学
大村彰道（編） 1996 東京大学出
版会
「学習とは経験によってもたらされる比較的永続的な行
動の変容を意味する。知識の獲得ばかりではなく，運動
技術や演奏技術の獲得も立派な学習であるし，１人で遊
ぶことの多かった子が級友との接触によって仲間と遊ぶ
ようになったとしたら，これもまた学習である」（p.131）
Ｂ
（18） よくわかる発達と学習 杉原一昭ほか
著
1996 福村出版 「学習というと，知識や技能を学ぶことが多いのですが，
心理学ではもっと広く 「行動の変化」と考えて学習を研究
します。したがって，学習の領域を知的な領域だけでなく，
社会的，感情的，生理的な領域の行動も含めます」（p.66）
Ｂ
（19） 教育心理学　新版 岸本弘（編著） 1996 学文社 「学習は 「経験による行動の変容」」（p.32），学習とは 「認
知構造ないし知識構造の変化」」（p.33）
Ｄ
（20） 教育心理学の展開（改訂
版）
肥田野直 
（編著）
1996 北樹出版 「学習とは練習や経験の結果として生じる，比較的永続
的な行動変容」「学習は本来，学習者の内部でおこる何
らかの変化であり，それが行動の変化を生じさせている
と考えた方がよい」（p.33-34）
Ｅ
（21） 理論と実践　教育心理学 鈴木康平・ 
山内隆久 
（編著）
1998 北大路書房 （定義はとくになし） Ｘ
（22） 教育心理学 米澤富士雄・ 
足立正常・ 
倉盛一郎 
（編著）
1998 北大路書房 「経験を通して達せられる個人の諸傾向や諸能力の変容
であって，ある期間持続し，しかもたんに成長の過程に
は着せられないもの」というGagnéの定義を採用（p.64）
Ｆ
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番号 書　　　名 著者・編者等 発刊年 出版社 学 習 の 定 義 分類（注）
（23） 教育心理学のエッセンス 木村忠雄ほか 2001 八千代出版 「このように生活体，とりわけヒトは学習により獲得した
行動様式により環境に適応するが，その学習は単に受動
的に環境に適応するためだけでなく，その時々に生活体
がもつ目標を達成するためになされる。教育心理学にお
ける学習分野がめざすものは，教育という目標を志向す
る営みにおける知識と行動様式の獲得過程を探求」（p.72）
Ｃ
（24） 新教職課程の教育心理学
（第３版）
中西信男・ 
三川俊樹
2002 ナカニシヤ
出版
「学習は，「練習や経験の結果として生活体の行動上に比
較的永続的な変化が生じる過程」 と定義される。」（p.25）
Ａ
（25） 教育心理学 佐藤泰正・ 
海保博之・ 
新井邦二郎 
（編）
2002 学芸図書 「学習の広い定義として，「経験による比較的永続的な行
動変容」 がある」（p.81）
Ｂ
（26） はじめての教育心理学 滝沢武久 
（編著）
2003 八千代出版 「学習は経験の結果による生じる比較的永続的な行動の
変容である」（p.41）
Ａ
（27） 教育心理学：保育者をめ
ざす人へ
石井正子・ 
松尾直博 
（編著）
2004 樹村房 「学習は，「経験により比較的永続的な行動の変化が起こ
ること」 と定義される。（中略）一般に，「学習」 と言う
と 「勉強」 のこと，特に国語や算数などの 「教科学習」
のイメージがあるかもしれないが，心理学ではすべての
行動を含める」（p.50-51）
Ａ’
（28） たのしく学べる　最新教
育心理学
桜井茂男（編） 2004 図書文化 学習とは個体の発生過程において「経験によってもたら
される比較的永続的な行動の変容」（p.62）
Ａ
（29） 発達と学習：教育場面で
の心理学
土屋明夫 
（編著）
2005 八千代出版 「学習とは，「経験や練習の結果生じる比較的永続的な行
動の変容」 と定義されることがある。学習という場合に
は，その行動の結果がどのように価値づけられるかは問
題にしない。つまり，技能や数学を学ぶのと同様に，暴
力行動という反社会的行動を形成する過程も，経験によ
る永続的な行動変容であるならば，学習の対象となるの
である」（p.65）
Ｂ
（30） 精選　コンパクト教育心
理学：教師になる人のた
めに
北尾倫彦ほか 2006 北大路書房 （定義はとくになし） Ｘ
（31） 教育心理学 鹿毛雅治（編） 2006 朝倉書店 「教育心理学では 「学習とは，あるひとつの場面におけ
る行動ないしは行動能力の変化であり，練習ないしは経
験の結果もたらされる，永続的なものである」（Schunk, 
2004）と定義されている」（p.39）
Ａ’
（32） 教育心理学 中城進 2006 二瓶社 「学習とは，同一のあるいは類似の経験が繰り返された
結果として生ずる比較的，永続的な行動の変容のことを
意味している。別のいい方をすれば，学習とは，環境や
他者からの刺激としての知識を受動的に吸収することに
よって，学習主体の側にその知識が焼き付けられて定着
することである」（p.111-112）
Ｃ
（33） 教育心理学・新版：教職
を目指す人への入門書
河野義章 2006 川島書店 （定義はとくになし） Ｘ
（34） 絶対役立つ　教育心理学：
実践の理論，理論を実践
藤田哲也 
（編著）
2007 ミネルヴァ
書房
「「学習」 という現象は，非常に広範にわたります。学校
における勉強だけではなく，日常生活のなかで，練習や
経験によって，新たに知識や技能を身につけることすべ
てが 「学習」 と言えます」（p.15）
Ｈ
（35） 教育心理学 杉江修治（編） 2007 学文社 「学習とは 「経験による比較的永続的な行動の変化」」「知
識だけでなく技能の獲得なども学習に含まれる」「人間
以外の動物も 「学習」 しうる」（p.107）
Ｈ
（36） 発達・学習の心理学 多鹿秀継・ 
竹内謙彰 
（編著）
2007 学文社 「学習という概念は，日常では学校の学習を連想し，勉強
との関連で理解することが多い。つまり，日常的にはさま
ざまな課題をまなび習うことである，心理学ではこれま
で 「まなびならう」 意味をもつ学習を動物の学習までも視
野に入れ，（中略）経験による永続的な行動の変容として
（中略）きたのである。しかしながら，児童・生徒の学習
を考えるとき，教育心理学の領域では，（中略）知識を獲得す
る過程を学習ととらえることが一般的になってきた」（p.3）
Ｃ
（前頁より）
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番号 書　　　名 著者・編者等 発刊年 出版社 学 習 の 定 義 分類（注）
（37） 教育心理学へのいざさな
い（第三版）
並木博（編著） 2008 八千代出版 （明確な定義はなし） Ｘ
（38） シードブック　教育心理
学
本郷一夫・ 
八木成和 
（編著）
2008 健帛社 （学習は）「経験に基づく行動の変化」（行動主義），「内
部にあるシステムの変化」（認知主義）（p.13, 14）
Ｄ
（39） 教職をめざす人のための
教育心理学
藤田圭一・ 
楠本恭久 
（編著）
2008 福村出版 「学習とは 「さまざまな経験の結果として，比較的永続
的な行動の変化が成立する過程，または，新たに行動を
獲得する過程」 と定義される」「認知科学の領域では，
（中略）学習を含むさまざまな認知活動は，情報処理過
程にほかならないと考えている。そして，認知活動は記
憶のはたらきによって支えられている」（p.64）
Ｄ
（40） よくわかる教育心理学 中澤潤（編） 2008 ミネルヴァ
書房
「教育心理学では学びを「学習」という言葉でとらえます。
学習については，経験を通して得られた，「行動の永続
的な変化」 あるいは 「知識の蓄積」 と見る２つの考え方
があります」（p.3）
Ｃ
（41） 発達と学習の心理学 柴田義松・ 
滝沢竹久
2008 学文社 「行動が経験によって比較的永続的に変化すること，も
しくはそれよって新しい行動が生じることを，「学習」
と呼んでいる」（p.19）
Ａ
（42） 教育心理学：学校での子
どもの成長をめざして
新井邦二郎・ 
濱口佳和・ 
佐藤純
2009 培風館 「経験によって生じる比較的永続的な行動変容」（p.35） Ａ
（43） 教育心理学概論 太田信夫ほか 2009 放送大学教
育振興会
「学習」は「学校教育の文脈における「勉強」だけに限らず，
幅広い概念」「「知識」 や 「技能」 などを，何らかの経験
を通じて習得したものであれば，それは 「学習」」「どう
すれば周囲の人間を不愉快にさせずに行動できるかを学
ぶのも学習」「「学習」 とは，人間のみにみられる現象で
なく，動物の行動の変化にも当てはまる」（p.62）
Ｈ
（44） キーワードコレクション　
教育心理学
二宮克美・ 
子安増生（編）
2009 新曜社 「学習は 「経験による比較的永続的な行動の変容」 という
一般的定義を行ってきた」「ただし，「行動の変容」 は，必
ずしも目に見える形で現れる外的行動のみに限定する必
要はない。たとえば，児童・生徒の意欲，態度，動機づけ
などの変容も，重要な教育の課題となるのである」（p.66）
Ｂ
（45） 教育心理学ルック・アラ
ウンド
山崎史郎 
（編著）
2010 おうふう （教育心理学における主要４分野の１つとしての学習は）
「教授＝学習過程およびこれに関連する認知，思考，記
憶などの働きを研究する」（p.4）
Ｇ
（46） はじめて学ぶ教育心理学 吉川成司・ 
関田一彦・ 
鈎治男
2010 ミネルヴァ
書房
（定義はとくになし） Ｘ
（47） 教育心理学 西口利文・ 
高村和代
2010 ナカニシヤ
出版
「経験による比較的永続的な行動の変化」（p.23），「認知
論的な学習の考え方は，行動主義心理学がブラックボッ
クスとして扱うことを避けたＳの入力とＲの出力との
間，すなわち生活体の心的過程に学習の本質があるとす
る。そこでは，外界から入ってきた刺激（情報）をどの
ように選択し，処理し，蓄え，利用するかと言った点か
ら学習が論じられる」（p.33）
Ｄ
（48） 教育心理学 三宮真智子 
（編著）
2010 学文社 「学習とは，学校教育場面も含め，さまざまな場面で人
間が新しい知識や技能を獲得することにかかわる重要な
現象である」（p.22）
Ｈ
（49） 教職ベーシック　発達・
学習の心理学
柏崎秀子 
（編著）
2010 北樹出版 「学習とは 「経験により，比較的永続的に行動が変化す
ること」 をさします」（p.80）
Ａ
（50） 教育心理学　エッセン
シャルズ　第２版
西村純一・ 
井森澄江（編）
2010 ナカニシヤ
出版
（定義はとくになし） Ｘ
（51） よくわかる学校教育心理
学
森敏昭・ 
青木多寿子・ 
淵上克義
2010 ミネルヴァ
書房
「教育との関連で学習を論じる際に，「学習」 ではなく 「学
び」 という用語がしばしば用いられるようになった」「文
化を 「継承」 しつつ 「共有」 し，さらに 「創造」 へとつ
なげそる 「知識創造モデル」 の学習こそが21世紀の社会
で求められている学習」（p.16-17）
Ｉ
（知識
創造）
（前頁より）
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番号 書　　　名 著者・編者等 発刊年 出版社 学 習 の 定 義 分類（注）
（52） 教育心理学：より充実し
た学びのために（第二版）
多鹿秀継 2010 サイエンス
社
（定義はとくになし） Ｘ
（53） 学校で役立つ教育心理学 谷口篤・ 
田村隆宏 
（編著）
2011 八千代出版 「学習とは，「経験による比較的永続的な行動の変化」 と
定義される」（p.88）
Ａ
（54）「使える」教育心理学 安齋淳子・ 
荷方邦夫 
（編著）
2012 北樹出版 「経験による，比較的永続的な，行動の変化」（p.47） Ａ
（55） 中学・高校教師になるた
めの教育心理学（第三版）
心理科学研究
会（編）
2012 有斐閣 「心理学では学習を 「経験による比較的永続的な行動の
変容」 と定義する」（p.66）
Ａ
（56） やさしい教育心理学（第
三版）
鎌原雅彦・ 
竹綱誠一郎
2012 有斐閣 「心理学では，学習とは 「練習や経験の結果として生じ
る，比較的永続的な行動の変容である」 と定義されます」
「心理学においては，学習という言葉には価値というも
のが含まれていません」（p.46）
Ａ
（57） キーワード教育心理学：
学ぶと育ちの理解から教
員採用試験対策まで
永江誠司 
（編著）
2013 北大路書房 「心理学では一般的に学習を 「経験によってもたらされ
る比較的永続的な行動の変化」 と定義する」「また，場
面や内容も学校教育の範囲だけに限定されない。日常生
活のさまざまな文脈で生ずる行動の変化が学習に含まれ
る」（p.50）
Ａ’
（58） 児童生徒理解のための教
育心理学
古屋喜美代・ 
関口昌秀・ 
荻野佳代子 
（編）
2013 ナカニシヤ
出版
「心理学における学習の概念はもっと広くかつ根源的で，
人を含めた動物において経験により得られるあらゆる行
動の変容を学習という」（p.66）
Ａ
（59） 教育心理学：教育の科学
的解明をめざして
安藤寿康・ 
鹿毛雅治（編）
2013 慶應義塾大
学出版会
（学習とは）「一般に 「経験による行動の持続的変容を」
を意味する」（p.144）
Ａ
（60） 教育と学びの心理学：基
礎力のある教師になるた
めに
速水敏彦（編） 2013 名古屋大学
出版会
「学習とは，「経験や練習の結果生じる比較的永続的な行
動の変容である」 と定義される」（p.98）
Ａ
（61） 教育心理学 和田万紀 2014 弘文堂  「心理学における学習の捉え方は，「行動」 と 「知識」 の
どちらに焦点をあてるかによって大きく分けることがで
きる」「この立場（行動主義）においては，（中略）これ
まで生起しなかった行動が生起するようになれば 「学習
が成立した」 と考える」「「知識」 に焦点をあて，学習を
「知識の構築過程」 であると捉える立場もある」（p.82）
Ｃ
（62） 教育心理学 遠藤司（編著） 2014 一藝社 「人は日々，自身が置かれた環境の中で何かを経験し，
行動，認識，活動を新しく獲得したり変化させたりして
いる。私たちはそれを総じて 「学習」 と呼んでおり，発
達の重要な側面だと考えている」（p.48）
Ｈ
（63） ようこそ教育心理学の世
界へ
神藤貴昭・ 
久木山健一 
（著）
2014 北樹出版 「経験による比較的永続的なな行動の変容のことを学習
といいます」（p.31）
Ａ
（64） 教育心理学（第三版） 子安増生・ 
田中俊也・ 
南風原朝和・ 
伊藤裕司
2015 有斐閣 「新しい知識を得ることであろうか，あるいは，今まで
できなかったことができるようになることであろうか，
あるいはこのような状況における学習者の活動全体を学
習とよぶべきなのであろう」（p.76）
Ｈ
（注）分類の記号とカテゴリーの対応については本文を参照。
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Ａ．学習を“経験による比較的永続的な行動の変容”と
する行動主義的な学習論にもとづくもの……………17点
Ａ’．上記Ａ．とほぼ同じ定義を行っているが，それに若
干の付加的文言がついたもの…………………………４点
Ｂ．上記Ａ．とほぼ同じ定義を行った上で，行動の概念
に外顕的な行動のみならず，生理的反応，知識，記憶の
ような何らかの内的過程に関する概念も含めることを明
示的もしくは暗示的に言及しているもの……………７点
Ｃ．上記Ａ．に準じる定義を行った後に，それに加え，
知識を獲得することも学習に含まれるとするもの…５点
Ｄ．学習が，行動の変容と認知構造の変化という２側面
から定義できることを明記したもの…………………５点
Ｅ．学習が行動の変化であることを認めつつも，その背
後に内的過程の変化があり，むしろその変化こそが学習
であると見なしているもの……………………………３点
Ｆ．上記のＥ．からさらに踏み込み，内的過程の変化こ
そが学習であるとの立場をより明確にしたもの……２点
Ｇ．学習を認知，思考，記憶などの働きとし，行動主義
的な視点に全く言及していないもの…………………１点
Ｈ．行動主義的な学習論，認知心理学的な学習論のいず
れからも距離をおき，学習とは知識や技能の獲得を広く
さすと定義したもの……………………………………６点
I．学習とは知識の創造であるとしているもの……１点
Ｘ．学習の定義に関する記述がない，もしくは，定義は
不可能であるとしているもの…………………………13点
（なお，個々のテキストが以上のいずれのカテゴリーに
属するかは，表中にアルファベットの記号で記してあ
る。）
　一見して分かるように，「Ａ．学習を“経験による比
較的永続的な行動の変容”」とする行動主義的な学習論
にもとづくもの」が17点ともっとも多い。これに基本的
な考え方を損なわない程度に文言を補った「Ａ’．上記Ａ．
とほぼ同じ定義を行っているが，それに若干の付加的文
言がついたもの」の４点を加えると，合計21点にのぼり，
全体の30パーセントに達する。さらに，今回は「Ｂ．上
記Ａ．とほぼ同じ定義を行った上で，行動の概念に外顕
的な行動のみならず，生理的反応，知識，記憶のような
何らかの内的過程に関する概念も行動に含めることを明
示的もしくは暗示的に言及しているもの」というカテゴ
リーを設定し，ここには７点が分類された。この定義ま
で含めると，行動主義的な立場をとる定義は，実に40パー
セントを越える。
　このＢ．のカテゴリーに属するものであるが，たとえ
ば，「学習は，日常用いられるよりもその意味が広く，「経
験によって生活体（有機体）に生じた比較的永続的な行
動の変容」という定義が用いられることが多い」「行動
は目に見える観察可能な外的な行動だけではなく思考活
動や認知活動における概念やイメージさらには態度の
変化など内面的な行動も含む。」（表１の（９））といっ
た例に代表される。よく知られているように行動主義
は，内観によってのみ報告される意識内の出来事は客観
性がないとし排除し，外顕的な行動のみを研究対象にす
ることを基本原理としており，心理学の対象を限定的に
狭めることに主眼が置かれている。行動主義的な学習の
定義もこうした考えに基づくもので，本来，「行動は目
に見える観察可能な外的な行動だけではなく思考活動や
認知活動における概念やイメージさらには態度の変化な
ど内面的な行動も含む」といったように行動が内潜的な
側面を含むより広い概念であることを示唆するような記
述をすることは，行動主義の排除，限定の姿勢とはむし
ろ逆方向にあるといえる。このカテゴリーに分類された
定義はそうした意味で些か論理に無理が生じていること
が否めない。にもかかわらず，そうした無理をしてまで
して，学習を行動主義的に定義づけようとしているので
ある。ここに行動主義的な学習の定義の影響力の大きさ
が見て取れる。さらに，今回分析対象としたテキストを
2000年以前に刊行されたものと2001年以降に刊行された
ものに二分し，Ａ．Ａ’．Ｂ．のいずれかのカテゴリーに
分類されるものの割合をみると，2000年以前では22点中
８点（36.3パーセント），2001年以降では42点中19点（45.2
パーセント）ととなり，行動主義の影響力が弱まりつつ
あると考えられる比較的出版年の新しいものにおいて，
むしろ，行動主義的な定義を紹介している割合が高く
なっていることが分かる。
　では，なぜ，行動主義の全盛期からかなりの年月を経
た現在においても，こうした行動主義的な学習の定義が
取り上げられるのであろうか。今井・野島・岡田（2012）
は，認知心理学的学習論について論じるにあたって行動
主義的な学習の考え方を紹介する必要性を述べ，その理
由として「行動主義の考え方はわかりやすい」「行動主
義の考え方と認知主義の考え方を対比すると認知学習論
がわかりやすくなること」「行動主義の学習論は過去の
ものではなく，今でも広く実践されていること」という
３つを列挙している。
　著者自身も，大学生や現職教員を対象として教育心理
学の講義を行う立場にあるが，これらの講義において学
習に関する内容を一通り終えた後，受講者にとくに印象
に残った内容や教育実践に役に立つと思われる内容を記
述してもらうことがある。こうしたときも，行動主義的
な学習論（とくにB. F. Skinnerの行動分析）を取り上げ
る受講者は比較的多いという印象を持っている。この傾
向は特別支援教育が実施され，障がいをもった児童・生
徒を理解し対応する必要性が盛んに議論されるように
なってきた近年，とくに強くなっているようにも感じる。
　Gagné（1975）は「学習理論はできるだけ少ない過程
を想定し，その過程にはできるだけ少ない特徴をもたせ
ようとする。それでもなお，学習現象の説明ができなけ
ればならない。この意味から，もっとも単純な理論が最
もよい理論だと考えられてきた。」と述べている。もち
ろん，今日，教育とのかかわりを念頭に置いた心理学の
中で学習を考えるにあたって，行動主義的な学習観のみ
で理解することが十分なものとは言い難いのは明らかで
あろう。ただ，このGagnéの述べているような視点から
考えると，行動主義的な学習の定義，理論はやはり今日
でも“よい理論”としての魅力をもっているのかもしれ
ない。
　しかし，これらのテキストが学習の定義としてこのよ
うに行動主義的な定義を採用した意図が，上記のような
理由によるものかといえば，著者には必ずしもそうとは
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思えない。
　これらのテキストの多くは学習に関する章や節で条件
づけなど行動主義的な学習に関する事項を扱い，さらに，
別に，記憶に関する章や節を設けて，そこで記憶や知識
獲得に関する研究を紹介している。つまり，それらのテ
キストでは，心理学における学習の概念は行動主義的な
理論に，一方，記憶や知識獲得は認知心理学的な理論に
それぞれ由来するものと考えられている。おそらくこれ
らのテキストの編著者は，意識的，無意識的に学習と記
憶は別物として扱おうとし，その結果，行動主義的な学
習の定義を採用したのであって，読者にとっての理解し
やすさや理論の単純性を追求することの合理性から，そ
の定義をあえて記したのではないように思われるのであ
る。つまり，これは，行動主義的学習観と認知心理学的
学習観との間に分断があることが読者には不可解なこと
として見えるのではないかという想像力がこれらのテキ
ストの編著者に不足していたことに由来するように思え
るのである。そのため，多くのテキストで，学習は行動
主義的心理学のカテゴリーに，記憶や知識獲得は認知心
理学の領域にそれぞれ属するものという旧来の理解がそ
のまま採用されているのではないだろうか。心理学，教
育心理学において，行動主義的な心理学と認知心理学は，
歴史的にも前者の経験論に対し後者は合理論という異
なった系譜に属し，長い間異なる流れの中で発展してき
た。実際に両領域は専門とする研究者，研究者の所属す
る学会なども異なり，相互交流はあまりない。多くの教
育心理学のテキストで行動主義的な学習の定義があまり
躊躇もなく採用されているのも，このようなアカデミッ
クな世界の内部事情からもたらされた結果と考えられる。
　ところで，こうしたアカデミックな世界内の分断につ
いてはひとまずおくとして，今度は，これらのテキスト
が使用される「教育心理学」をはじめとした科目の趣旨
を，再度，見直してみよう。
　繰り返し述べたように，この科目は「幼児，児童及び
生徒の心身の発達及び学習の過程」に関するものである。
この“学習”の概念の中には，行動主義の心理学が学習
の典型とみなす条件づけのような単純な行動の変容は，
あまり大きなウェイトを占めていないように思われる。
それより，記憶，理解，知識獲得といった認知心理学的
な学習や比較的新しい教授―学習心理学の知見はもちろ
んのこと，それに加え“勉強”“学び”というような日
常的な言葉で表現されるようなナイーブな学習観も大き
なウェイトをもって含めることが意図されているはずで
ある。だから，そのように考えれば，執筆する側はアカ
デミックな世界での分断に由来する狭い定義にこだわっ
ている場合ではなく，どうやってアカデミックな学習観
とより日常的な学習観をすり合わせるかについて，もっ
と真剣に向き合わなくてはならないのである。にも拘わ
らず，現実には，多くのテキストではアカデミックな世
界の内部事情に由来する分断に対して無反省なまま旧来
の行動主義的な行動変容を中心に学習を定義し，教職科
目としての学習の概念を念頭においた定義を行っていな
い。ここに教職課程の科目としての「教育心理学」と，
アカデミックな心理学の一領域としての「教育心理学」
の乖離がはっきりと見られるのである。
　これらに比べると，「Ｃ．上記Ａ．に準じる定義を行っ
た後に，それに加え，知識を獲得することも学習に含ま
れるとするもの」「Ｄ．学習が，行動の変容と認知構造
の変化という２側面から定義できることを明記したも
の」のカテゴリーに属するものは，行動主義的な心理学
と認知心理学が無関係であったことに対し，ずっと自覚
的といえるであろう。一方，読者，つまり，科目の受講
者にとってみれば，心理学の世界の事情により２つの定
義があると説明されても，必ずしも，納得できない面も
あるのではないだろうか。しかし，このようなアプロー
チをとることは，心理学，教育心理学の限界を告白して
いるという意味で，考えようによっては，正直といえる
のかもしれない。また，行動主義と認知心理学という異
なる人間観のメタファーを提示できれば，読者（受講者）
が教育場面で複数の視点をもってものを考えることがで
きることになるわけあり，それはそれで望ましいことな
のかもしれない。
　しかし，Ｃ．Ｄ．のカテゴリーに属するテキストは合
計しても10点にすぎず，上記の行動主義的な定義を採用
しているテキストに比べれば少数派といえる。
　つぎに「Ｆ．上記のＥ．からさらに踏み込み，内的過
程の変化こそが学習であるとの立場をより明確にしたも
の」「G．学習を認知，思考，記憶などの働きとし，行動
主義的な視点に全く言及していないもの」のカテゴリー
に属するものをみてみよう。いずれも何らかの認知過程
の変化を学習とみなそうとしており，広い意味で，認知
心理学的なパラダイムに立って学習を定義していると思
われる。しかし，これらは前者が２点，後者が１点の合
計３点しかなく，少数派である。やはり，心理学者，教
育心理学者の多くは，実験心理学の中心に認知心理学的
なパラダイムが据えられおよそ半世紀が経過した今日に
おいても，学習を認知心理学的な用語によって定義する
ことに抵抗を感じているのかもしれない。ここにも，ま
た，アカデミックな心理学と教職課程のための科目とし
ての心理学の乖離が垣間見えるのである。
　以上２つのカテゴリーに比べると次の「H．行動主義
的な学習論，認知論的な学習論のいずれからも距離をお
き，学習とは知識や技能の獲得を広くさすと定義したも
の」は，より現実的な立場をとっているといえるかもし
れない。このカテゴリーに属するテキストは，もっとも
初期のものでも2007年と比較的新しい。おそらく，アカ
デミックな心理学の学派対立と教職課程の心理学に求め
られる学習観との乖離に気づいた心理学者，教育心理学
者が行き着いたところが，この定義なのではないだろう
か。しかし，こうした定義を採用しているテキストは今
回の調査対象の中には６点しかなく，全体の一割程度に
過ぎない。なぜ，必ずしも，こうした定義をするテキス
トが増加しないのかといえば，実は，教職課程の心理学
に求められる学習観が一体どのようなものであるのか，
現時点では，明確な記述がないからである。そのせいか，
この定義は，知識や技能の獲得を広くとらえ学習とした
ものになっており，あいまいさを残し，インパクトに欠
ける面があることも否めない。
　「I．学習とは知識の創造であるとしているもの」と
いうカテゴリーに属するものは１点のみである。これは
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編著者の個性的な見解を披露したものでユニークさを評
価したいが，現時点で，広く受け入れられることはない
だろう。しかし，こうした他のテキストにはない，いわ
ば“オンリーワン”とでもいうべき視点を盛り込んだテ
キストがもっと増えてもよいのではないだろうか。
　さて，最後に「Ｘ．学習の定義に関する記述がない，
もしくは，定義は不可能であるとしているもの」が13点
ある。これらの中には，さまざまな実例をあげたうえで
「「学習とは何か」 の問いに答えることは大変重大な問題
であり，かつ難しい」（表中の（10））としているものも
ある。おそらく，これも含めこのカテゴリーに属するテ
キストの編著者は，アカデミックな心理学，教育心理学
に依拠する学習の定義と教職に関する科目にもとめられ
る学習に関する定義が本質的に相入れないことに十分気
づいたうえで，あえて，学習の定義を記述することを避
けたのではないかと思われる。ある概念を中心にその領
域の研究をまとめて紹介しながら，その概念の定義を行
わないというやり方には賛否あろうが，これも一つの問
題解決の方法なのではないかと思われる。
　以上，今回収集した63点の教育心理学に関するテキス
トのなかの学習に関する定義をカテゴリー分けし，そこ
から見えてくるそれぞれの特徴，さらに，心理学，教育心
理学における学習の定義づけが抱える問題について考察
を加えてみた。ところで，カテゴリーに分類してみるな
かで，著者が気づいたことがある。それは，今回集めた
テキストの中で状況論的学習論（situated learning；た
とえば，Leve & Wegner, 1991）に基づき学習を定義し
た例がなかったということである。もちろん，テキスト
によっては，学習の定義に状況論的学習論を反映させて
はいないもののその内容を紹介しているものもあり，状
況論的な見方が完全に無視されている訳ではない。しか
し，提起されてから20年以上を経た現在でも状況論的な
学習論が行動主義や認知心理学ほど定着していない，あ
るいは，理解されにくいままであることも確かであろう。
【まとめと今後の展望】
　さて，最後に，今回，学習の概念をカテゴリー分けす
る作業を通して示唆されたアカデミックな教育心理学，
および，教職課程の授業科目としての教育心理学のそれ
ぞれにおける学習の概念が抱える問題とその解決の手が
かりなどについて少しばかり議論したいと思う。
　一連のカテゴリー分けとその考察を通して一貫して問
題になったのは，心理学，教育心理学におけるアカデミッ
クな学習の概念と教職に関する科目の内容として取り扱
う学習の概念との間に，埋めることの容易でない乖離が
あるということである。しかも，そのうちアカデミック
な学習の概念についていえば，行動主義と認知心理学と
いうアカデミックな世界固有の歴史的な事情による分断
があり，さらには，テキストの編著者の多くがそうした
分断に対して比較的無反省なまま旧守的に行動主義的な
学習の定義を使いつづけているという問題があることも
明らかになった。それが，アカデミックな学習の概念と
教職科目の内容として求められる学習の概念との乖離を
さらに根深いものにしているように思われた。また，一
方で，教職に関する科目として学習の概念をどのように
定義するのか，実のところ，それについても何も指針と
なるような学問的な基盤がないことも指摘しておかなけ
ればならない。教職に関する科目として「幼児，児童
及び生徒の心身の発達と学習に関する科目」をおくべき
とされているのは，あくまで行政の規定であり，例えば，
教職学というような学問領域が教育心理学や心理学と別
にあり，そこでこの科目にふさわしいような学習の定義
がなされているわけではないのである。もちろん，これ
らの規定の策定にあたって学識経験者の意見が取り入れ
られていることはいうまでもないが，その学識経験者も
実際は心理学，教育心理学等のアカデミズム出身者であ
る。おそらくは，それら学識経験者は心理学，教育心理
学における学習の概念が抱える問題点を意識しつつも，
アカデミズム外の者にもある程度理解可能な概念として，
漠然と，学習という用語をイメージし規定の中に盛り込
むことで妥協的に対応しているに過ぎないのであろう。
　こうしてみると，現在，教職に関する科目の中で講じ
られている学習という概念は非常に危うい基盤の上に成
り立っていることがわかる。この問題点をどのようにし
て解決してゆけばよいのだろうか。その一つのヒント
が“学習”と“学び”という概念を分離することではな
いだろうか。この２つは英語ではともにlearningであり，
分けて考えることができない。しかし，少なくともわが
国ではこれを分離することも一案なのではないかと思
う。いうまでもなく，学習（learning）はアカデミック
な心理学，教育心理学の側の用語であり，狭義には条件
づけに代表される外顕的な行動変容をさし，広義には記
憶，理解，知識獲得などの認知心理学的な学習論の内容
も含める。一方，“学び”は学校教育やその周辺での広
い意味での学習活動をすべて含める。そこには，教授―
学習過程を中心とした一般的な教科内容の学習のだけで
はなく，社会的行動なども含め児童・生徒の発達のプロ
セスにおける広い意味での学習活動すべてを含むものと
して考える。いうまでもないが，教職科目としての“学
習”はこの“学び”と入れ替える。
　しかし，この“学び”の基盤をなす学問領域はあるの
かと問われれば，現在のところ“ある”とはいえず，また，
当面は樹立することも容易ではないように思える。とい
うところで，また，これまでと同じ問題に突き当たって
しまう。とはいえ，近年，わが国では“学習”と“学び”
を別物として考える立場をとるような書籍も出版される
ようになっており，その希望も少しずつ見えてきた。た
だ，その代表的なものといえる「「学び」 の認知心理学
事典」のなかで松下（2009）は“学習”は近代教育，学
校の受容に伴って定着した学校教育制度に付随した用語
でより日常的な社会性や技能の習得も含めた活動として
の“学び”と区別されるとし，著者がここで提起した“学
習”と“学び”との概念の区別とは異なった線引きを提
案している。
　このように教職に関する科目で講じられる内容として
の“学習”を何らかの形で再定義し，独自の基盤を確立
することは，現時点ではとても容易ではない。さらに，
近年は，こうした学術的な基礎作りをするに際して，性
急に実践性（授業内容が現場ですぐに役立つこと）を求
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める声も強い。その結果，実践性を重視するという社会
的な圧力に屈して，問題の本質を探ることが軽視されが
ちになることも多々見られる。そのような風潮に流され
ず，じっくりと議論を重ねてゆくには，相当な根気が必
要だろう。
　なお，今回の分析は，テキストの中から学習の概念の
定義づけにのみに着目し分析を行った。そのため，テキ
スト内で実際に学習に関する事項として扱われた内容に
ついては，触れなかった。次回は，内容についての分析
を行い，教育心理学における学習の概念の捉え方，教職
科目としての教育心理学の今後のあり方についてより議
論を深めてゆきたいと思う。
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